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緒言

近年，少産少子となり久しく，地方でも産科病院数の
減少，分娩の集中化により，母性看護学実習の受け入れ
施設確保に困難をきたすようになってきた。さらに，看
護学生を取り巻く環境が変化し，身近な場に妊婦や新生
児・乳幼児等がいないため，実習まで妊婦や新生児に関
わったことがない者が増加している。そのため，学生は
母性看護学実習を実施することに，困難を感じている。
このことは，次世代育成として捉えた時にも非常に重要
な問題となると考えている。また学生が，母性看護学に
苦手意識を感じることも多く，その苦手意識を感じた理
由を，山口は「実際のイメージがつきにくい」「特別な内
容」「実際の経験がない」と報告しており，ここでも少子
化の影響を受けていると言える 1）。特に，講義の内容で難
解だと感じているものに「概論の内容」を挙げている 1）。一
方，学生が母性看護の対象となる妊婦や褥婦等に的確な
イメージを持つことは，実習を効果的に実践するうえで
重要である。しかし，学生が持つ対象者へのイメージは
学習途上であることや生活感覚からもたらされるため 2），
現実とのギャップから対象理解に困難を感じる恐れが生
じる。そこで今回，学生が母性看護に対してどのような
印象を持ち講義を受けているのか，また講義や演習，実
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習が進むなかで母性看護の特徴や対象者についての捉え
方について調査・検討することを目的とした。また今回
の調査を，今後の教育に生かしていくことも目的とする。

Ⅰ．方法

１．調査対象
本研究の対象者は，研究の参加に協力を得られたＡ大

学看護学生 2 年生 58 名，4 年生 64 名とした。

２．研究方法
データ収集方法は，自由記述による質問紙調査である。

調査内容は，講義および実習を終了した時点での母性看
護のイメージとした。調査期間は，平成 24 年 7 月から平
成 25 年 6 月まであった。なお，看護 2 年生には母性看護
学援助論終了時，看護 4 年生には実習終了時に調査を実
施した。
３．分析方法

分析方法は，質的分析方法とし，質問紙票から分析テ
ーマと関連の強い文脈に着目し，データを説明するコー
ドを生成，コードからサブカテゴリーを生成した。

４．倫理的配慮
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Ａ大学の母性看護学概論の授業目的を，「母性看護の対象は，ライフサイクル各期における女性とその家族
であり，対象者の特性を捉え，健康レベルやセルフケア能力が高く，自己決定権をもつ人々への看護援助に
ついて学ぶ。また母性看護の基盤となる知識を得ること。」とし，女性のライフサイクル全般を対象としてい
る。本研究では，看護学生の母性看護に対するイメージが，母性看護の学習が進む中でどのように変化して
いくのかを明らかにする目的で，看護学生を対象に調査を行った。学生は母性看護のイメージとして，対象
者を周産期の女性とその家族を捉えやすく，対象者が健康であることに着目していた。しかし，ライフサイ
クルを通した女性については捉えにくいことが分かった。また，母性看護を特徴的な領域と捉え，周産期を
中心とした限定的なイメージが強く，他の領域との違いを認識し，そこに難しさを感じていた。母性看護の
学びの場は，学生の次世代育成の場としての役割も備えていることも明らかとなった。以上のことより，講
義・演習では，女性のライフサイクルを意識し，その視野を継続して持てるような教授の工夫が必要である。
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倫理的配慮として，調査への参加不参加問わず成績に
は影響のないこと，調査への参加は自由意志であること
を口頭および書面にて説明し，研究への参加の有無につ
いて確認した。質問紙の記載は無記名とした。調査内容
は個人が特定できないように処理した。データの管理を
研究者が行い，鍵のかかる部屋で管理すること。また研
究終了後に速やかにすべてのデータを処分するとした。ま
た，研究を学会および論文で公表することを説明した。

５．講義概要
Ａ大学の母性看護学の講義・演習・実習は，まず，看

護 2 年生を対象に「母性看護学概論」「母性看護学援助論」
の講義を実施し，試験を行い合格した学生が，「母性看護
学実習」に参加可能となる。実習は，看護 3 年生の後期か
ら看護 4 年生前期に行われる。

なお，Ａ大学の母性看護学概論の授業目的は，「母性看
護の対象は，ライフサイクル各期における女性とその家
族であり，対象者の特性を捉え，健康レベルやセルフケ
ア能力が高く，自己決定権をもつ人々への看護援助につ
いて学ぶ。また母性看護の基盤となる知識を得ること。」
としており，母性看護の対象は妊娠・出産・育児に限定
されるものではない。

Ⅱ．結果

１．看護 2 年生対象
看護 2 年生を対象に，「母性看護学概論」と「母性看護学

援助論」終了時に，母性看護学についての考えについて質
問紙にて調査を実施した。

看護 2 年生の結果は，表 1 に示した。
看護 2 年生は，81 のコードから，17 のサブカテゴリ

ー，5 のカテゴリーが抽出された。5 のカテゴリーは，
【母性看護としての支援と介入】【より健康を目指した看
護】【母性看護の特徴】【母性看護に必要な技術】【母性看
護の特有の視点】となった。なお，カテゴリーを【　】，サ
ブカテゴリーを[　]，コードを「　」で表した。

まず，【母性看護としての支援と介入】は主に[周産期へ
の支援]をすることを挙げ，分娩をいかに安全に支援して
いくのか，そのためには妊娠期からの関わりが重要であ
り，その後の産褥期の支援についても述べていた。続い
て，[保健指導]の重要性についても触れており，[家族を
含む支援][育児支援]とともに，母性看護の重要な視点と
して捉えていた。なお，看護 2 年生は支援や介入といっ
た言葉で，母性看護について述べており，積極的な支援
や介入をイメージしていた。

次に【より健康を目指した看護】が挙がり，[状態の維
持・向上]については看護過程論の演習を行い，他領域と
は異なる視点での看護の展開を講義していることが影響

している。さらに母性看護の特徴として講義していた内
容である[ウェルネスの視点]が学べていたことが明らかと
なった。

次に，学生は【母性看護の特徴】として，[母性看護の在
り方]について，「新しい命が生まれる明るく輝かしい場」

「ポジティブに捉える過程」「短期間で変化する目まぐる
しい領域」などの母性看護学の特徴である急性期，生命誕
生の場であることを印象として挙げていた。そして，母
性看護学概論での講義内容である[次世代育成や女性のラ
イフサイクル]，[男性への影響]や[母子の関係性]について
も着目し，母性看護のイメージは多岐にわたるものであ
った。

また，【母性看護の特有の視点】として，[母子を一体と
してみる看護]を捉え，母性看護学の重要な視点が学生に
教授できていることがわかった。次いで [家族全体を対象
とする看護]として捉え，女性だけが対象でないことを認
識していた。さらに[心理面への看護]の必要性も認識して
いた。

最後に【母性看護に必要な技術】として[観察の重要性]を
挙げ，観察項目の多さや著しい変化について観察するこ
とを印象として捉えていた。

２．実習終了後の看護 4 年生対象
看護 4 年生への調査結果を表 2 に示した。看護 4 年生

は，64 のコードから，27 のサブカテゴリー，7 のカテゴ
リーが抽出された。7 のカテゴリーは，【母性看護の特徴】

【母性看護の支援と介入方法】【母性看護の特徴的な対象
者】【命と人生への関わり】【母性看護特有の視点と知識
の必要性】【母性看護の難しさ】【看護の中での母性看護
の捉え方】となった。

まず，【母性看護の特徴】として 11 のサブカテゴリーが
挙がり，幅広い内容が抽出された。[観察の重要性]が最も
多くのコードを占め，[母子一体である]ことや[正常な経
過への支援]を母性看護の特徴として捉えていた。[正常な
経過への支援]とともに[異常時の早期対応]も認識してい
た。産科の入院が短いことから[短期間での関わり]が印象
として残り，[対象者の背景の把握]や[個別性の重要性]を
挙げ，実習での学習が反映していた。また，褥婦と新生
児の[時間的変化]が著しいこと， [個人情報の取り扱いと信
頼関係]が重要であることを特徴として捉えていた。

次に【母性看護の支援と介入方法】として，[保健指導の
重要性]，[セルフケア向上のための支援]，[退院後の育児
支援]が挙がり，これらは実習での経験からくるものであ
る。
【母性看護の特徴的な対象者】は，[家族も対象となる]こ

とや[対象者が健康である]ことが挙がり，他領域との比較
から母性看護の特徴として学生の印象として残っていた。

【命と人生への関わり】も挙げられ，[命の誕生] や[次世
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代][ 女性の一生涯][不妊]への関わりとして，周産期以外の
関わりについても認識していることがわかった。
【母性看護特有の視点と知識の必要性】は， [幅広い視点]

と[特有の知識の必要性]から構成されている。
【母性看護の難しさ】として，[支援]，[アセスメント]，[

母子一体として看護すること]が抽出され，母性看護の特
徴が難しさとして捉えられていた。

【看護の中での母性看護の捉え方】として，[はじまりの
領域]との認識を持ち，命の誕生を全てのスタートと捉え
ていた。
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表1　講義を終えて考える母性看護学（看護2年生対象調査）



Ⅲ．考察

まず母性看護の対象は，妊娠・出産・育児に限定され
るものではない。しかし，実習は周産期を中心とした産

科領域での実施となり，受け持ちは褥婦と新生児であり，
外来では妊婦健診を中心としている。そのため周産期以
外の対象者は，外来での実習中に来院した思春期や更年
期，老年期の対象者に接する機会がなければ，ほとんど
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表２　実習を終えて考える母性看護（看護4年生対象）



関わることなく実習が終了してしまう。あとは，国家試
験の対策として自己学習するほかない。今回の調査から，
実習前の看護 2 年生は，周産期に関する対象者のみを母
性看護の対象者として捉えていた。ただ，周産期に関わ
る家族を対象者として含むことを意識していることもわ
かった。これは，「母性看護学技術論」を教授する際，実
習を意識した内容になり，学生は母性看護の対象者のイ
メージを周産期に限定してしまうと考えられた。よって，
看護 2 年生を対象に行う講義・演習において，母性看護
の対象者についての教授を，女性のライフサイクルを考
慮し，それをより意識的に行う必要があると考える。

次に母性看護は，疾病を持たず健康な人を対象として
いるため，学生は対象者を捉えにくく，理解しにくいと
考えていたが，学生は他領域との違いとして強く印象に
残していた。これは，母性看護学の講義の最後に，事例
を使用した看護過程を実施し，「健康課題」を挙げること
を課していること，また実習で受け持つ褥婦のセルフケ
ア能力の高さから健康な人を対象とすることへの印象の
強さが伺えた。 

次に実習を終えた看護 3・4 年生への調査結果から，学
生は母性看護学のイメージをより複合的に捉えているこ
とがわかった。特に，【母性看護の特徴】は多くのコード
とサブカテゴリーから構成され，実習現場での関わりか
ら母性看護の多様性を実感していた。また，授業および
講義の進度に伴い，看護学生がもつ母性看護学の対象者
に関する正しい知識が蓄積され，母性看護に対するイメ
ージが徐々に確実なものへと変化していくと考えていた
が，実習での対象者が妊産褥婦に限定されていることか
ら，実習を終了した 3・4 年生は，より強く母性看護の対
象者を周産期に関わる女性とその家族として限定的に捉
える結果となった。反面，妊産褥婦を受け持ち，母性看
護の特徴の一つである「母子一体という考えへの変化やウ
ェルネス志向 3）」について，きちんと学べていたことも分
かった。 また，今回の調査から，講義のみの看護 2 年生も
実習終了後の看護 3・4 年生も共に，「観察の重要性」につ
いて挙げ，母性看護の特徴として捉えていることが明ら
かとなった。これは，健康でセルフケアレベルの高い対
象者であっても，身体的・生理的に変化が著しい母性看
護の現場では，褥婦や新生児を担当した時に常に観察力
を求められる。学生はこのことに気づいていることが分
かった。

さらに，少数ではあったものの，[幅広い視点]を持つこ
とや[女性の一生涯への関わり]，[次世代への関わり]，[不
妊への関わり]についても述べており，実習での関わりが
周産期以外の対象者への関心を誘発していた。全ての学
生が多様な対象者と関わることは困難であるため，グル
ープカンファレンスでの学びの共有を生かし，母性看護
の対象者理解を深めていく必要がある。また，実習での

経験から， [支援][アセスメント][母性一体として看護する
こと] を【母性看護の難しさ】として挙げられていた。これ
は，【母性看護の特徴】として認識されていた，[正常な経
過への支援]や【母性看護の特徴的な対象者】の中の[対象者
が健康である]ことが，実習を実践する上で，対象者を捉
えづらくし，【母性看護の難しさ】として認識されていた。
山口は，学生が母性看護学に苦手意識を感じたことがあ
る理由として，「特別な内容」であることや「実際のイメージ
がつきにくい」「実際の経験がない」ことを挙げている 1）。
今回の調査からも，これらの理由に当てはまるサブカテ
ゴリーが挙がり，学生の母性看護学に苦手意識を感じさ
せる要因ともなり得ることが明らかとなった。また学生
は，実習は自分の母性の成長発達に影響すると考えてい
る 4）とあり，今回の調査においても，[命の誕生への関わ
り]や[次世代との関わり]として意識している学生がいた
ことから，母性看護学を学ぶことは次世代育成の役割を
担っているともいえる。

以上のことから，母性看護学の演習や実習では，妊産
褥婦および新生児を対象とした項目のみを実施しており，
その他の対象者である思春期・壮年期・更年期・高齢期
の女性を対象とした演習および実習項目は実施していな
い。また，母性看護の特徴の一つである健康である対象
者が，正常な経過をたどり，セルフケアが確立している
ことから，母性看護の難しさを感じている学生が多かっ
た。今回の調査で明らかとなった学生の母性看護へのイ
メージから来る学びを生かしつつ，「母性看護学概論」で
の女性のライフサイクルを意識した講義を，その後の講
義・演習，さらに実習にも引き継ぎ，学生が母性看護の
対象者の視点を広く持てるようにする工夫が必要である。
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